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研究成果の概要： 
 本研究では、西日本における貝塚が出現する時代、つまり縄文時代早期から前期を中心

とした年代研究を推し進めた。当該時期の年代的な枠組みを構築するため、各地のサンプ

ルの年代測定を実施し、それらについて報告をまとめた。 
特に、西日本の縄文時代草創期後半から縄文時代早期の年代測定を推し進め、西日本にお

ける貝塚出現期にあたる押型文土器や貝殻文円筒形土器の実年代については大まかな見通

しを得ることが出来た。さらに、瀬戸内海の縄文時代早期・前期の貝塚群の年代測定を進

め、縄文時代早期のハイガイ貝塚群以前とされるヤマトシジミ貝塚群にも年代差があるこ

と、魚類を伴う本格的な貝塚群は前期後半以降にいちづけられる可能性が高いことがわか

った。本研究の結果、西日本における出現期貝塚を考察する上で重要な定点となる年代値

を多数得ることができた。 
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１．研究開始当初の背景 

西日本では、縄文時代早期貝塚の実際の

年代を知る手掛かりは少なく、これまでの報告

例としては、瀬戸内では 1950 年代のデータ

（H.R.Crane ＆ J.B.Griffin 1956）、九州では

1970 年代のデータ（坂田 1972）くらいである。
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しかも、貝類の年代測定は日本各地で行われ

ているが、貝種を明示していないものが多く、

あったとしても年代値の議論のみで（野内

1990）、貝種ごとの安定同位体比などは記載

されていない。また、酸素同位体比の分析な

ども行われているが、年代が伴なっていない

ケースが多く、年代的な指標となる例が少な

かった。 

２．研究の目的 
本研究の目的は、先史時代における多様

な貝類利用のあり方を炭素年代測定法を用

いて整理することによって、先史社会を考古

学的に復元することである。  

主な研究対象である縄文時代は特に、四

方を海に囲まれた日本列島で海産資源利用

が活発化する時代であり、貝塚形成がはじ

まったことが知られている。その後現在ま

で続く日本人と海のかかわりを考える上で

重要な時代でもある。 
本研究の主な測定対象は、土器付着炭化

物および貝類を中心とした縄文時代草創期か

ら前期の年代測定例の蓄積である。それは、

日本列島（特に西日本）における出現期の貝

塚の年代測定例がほとんどなく、各地域にお

ける貝塚の出現や貝類利用の開始を考えるう

えで判断材料が少ない。また、貝類は山間部

（例えば洞穴遺跡）にまでもたらされており、海

産物がいつ頃山間部にもたらされたのか、当

時の人々の交易や活動範囲を考えるうえでも

重要な指標となるはずである。 
３．研究の方法 

縄文海進期の人間活動の地形変化と環境

変動、人間活動の変遷などの相関関係を読

み解くために、瀬戸内海沿岸を中心とした西

日本を中心とした縄文時代前半期の貝塚出

土試料の年代測定を行う。 

さらに出現期の貝塚の変遷を AMS 炭素

14 年代測定を用いて研究することにより、

未だに不明な点の多い縄文海進に伴う貝塚

の形成に関して、年代的な定点を与えるこ

とに繫がるはずである。 
４．研究成果 
研究成果としては、土器の施文具として、

貝類の利用がはじまる縄文時代草創期の鹿

児島の隆起線文土器、瀬戸内海の単発的な

縄文早期の貝塚群や、西日本でも貝塚が顕

著にみられはじめる早期後半から前期の年

代測定サンプルを集中的に測定した。福井

県鳥浜貝塚、三重県鴻ノ木・高皿遺跡、鳥

取県渡り上がり遺跡、島根県島根大学構内

遺跡、岡山県犬島貝塚、熊本県瀬田裏遺跡、

宮崎県塚原 C、阿蘇原上遺跡、鹿児島県湯

屋原遺跡などでサンプルを収集し、年代測

定を行った。 
瀬戸内海の縄文時代早期・前期の貝塚群

の年代測定を進め、縄文時代早期のハイガ

イ貝塚群以前とされるヤマトシジミ貝塚群

にも年代差があること（礼田崎貝塚→犬島

貝塚→黒島貝塚）、魚類を伴う本格的な貝塚

群は前期後半以降にいちづけられる可能性

が高いことがわかった。 
また、山間部において陸産貝類の利用度

の低いことを、四国の愛媛県上黒岩遺跡や

徳島県古屋岩陰から明らかにした。 
鳥浜貝塚は 2/16-3/10 の企画展示（「再発

見！鳥浜貝塚資料」於：若狭歴史民俗資料

館）と密接に関連しており、測定成果をい

ち早く研究展示に活かせた。2/1-4 の椛の

湖遺跡発見５０周年記念展（於：道の駅き

りら坂下）にも本測定成果は用いられた。

岡山県岡山市犬島貝塚に関しても、多くの

注目を集めた。 
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